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その評価資料の一つに，児童の振り返りシート（がんばりカード）を含めてみてはいかがでしょうか。
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今回は，外国語活動における振り返りシート（がんばりカード）について考えてみたいと思います。

新学習指導要領における教科－外国語の評価については，各種情報をもとにあらためて考えてみたいと思いますが，現行の

活用の際は，実態に合わせて作り直して使ってください。使用の際は，原版をコピーしてからお願いします。

いかがでしょうか。私が作成したこれまでの「振り返りシート」のデータを，下記のネットワークフォルダ内に保存

外国語活動においては，評価の基本は「指導者の観察や活動の記録（ワークシートや作成物）から」ということになります。

一つは，毎時間同じ項目で感想や自分のがんばりを振り返るタイプ，もう一つは，単元の内容によって振り返る項目

が異なるタイプ（上記例）です。

「いつも同じ項目タイプ」は，児童にとっては「考えやすい・書きやすい」というメリットがあります。一方で，や

かり考える必要が生じ，その結果「児童のよさ・がんばり」をより実態に近い形で見取ることができると思います。

振り返りシート例

変更はあり得ることではありますが・・・。）

■ 資料への行き方；ネットワーク教職員共有フォルダ　⇒　外国語資料フォルダ　⇒　外国語資料（soma）

こう述べてくると大変さ・難しさが感じられるかもしれませんが，指導者の余力と学級の実態に応じて考えてみては

してあります。こういう形のものでよければご自由にお使いください。すべてエクセルシートで作成してあります。

振り返りシート（がんばりカード）の類はかなり活用が進んでおり，研究会等で「まず見ないことはない」と言って

よいと思います。前号で紹介した，全小英研の公開授業も例外ではありません。

ですが，そのタイプは大きく二つあるようです。

ただし，このタイプは最初に単元全体の構想を立てることが必要です。どんな活動を入れるかも見通さなくてはなり

ません。行き当たりばったりの活動では，事前に作成することはできません。（もちろん単元の途中で活動の修正・

やマンネリ化しやすく，「慣れ」からよく考えずにチェックしたりコメントを書いたりしてしまう心配があります。

そこで外国語活動においては，上記タイプをお勧めしたいと思います。振り返る視点がいつも異なりますから，しっ

評価の３観点を意識して 

作成しておく。 

実際の活動をふまえて 

項目を作成する。 「がんばり方の違い」も 

認める。 

否定的な選択肢は設け 

ない。 

「ことばの学習」としての 

外国語活動であったか， 

指導者自身の振り返り 

としても大切にしたい。 


